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で
し
ょ
う
。隈先生から「これから皆さんと創っていきた

い」とのコメントをいただきましたが、今日の
大きな目的はその1歩目になること。プランや
アイデアの話もありますが、今日はここに座っ
ている仲間と「初めて」の場を共有できたのは
ないでしょうか。2歩目、3歩目も仲間となっ
て一緒に庁舎を創っていき、建設後も全て行政
に任せるのではなくて、利用や管理のあり方に
ついても市民の皆さんが考えていけるような
機会をこれからも持てれば、と感じました。

「市民広場の一角にシンボルツ
リーが欲しい。夏には短冊を
飾ってみんなで楽しみたい。」 

「 う さ ぎ や ヤ ギ な ど の 動 物、
ドッグランなどで子どもにも
集まってもらえる空間を。」

「市民公園ということで、
季節の木々を植え、
自然を楽しみたい。」

「子どもがおなかすいたら、フー
ドコートや売店で食べものを
買って、原っぱで食べたい。」

「カフェで買ったものを
飲んだり食べたりしながら

足湯に入りたい。」

「今は駅の待合室で
勉強をしているので、

庁舎に勉強ができる空間を。」

宇都宮大学
地域デザイン科学部
�石井�大

だいいちろう
一朗�准教授

令和2年度、那須塩原駅周
辺まちづくりビジョン市民
懇談会委員長として市民意
見のとりまとめに尽力。

ワークショップで出
た意見などは、市ホー
ムページでまとめて
公開しています

今日が仲間との第一歩。
継続的に市民が庁舎に
関われる場を創れたら。
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令
和
９
年
度
中
の
開
庁
を
目
指
し
、
基
本
設
計
が
ス
タ
ー
ト

し
た
新
庁
舎
建
設
事
業
。
昨
年
12
月
16
日
、
設
計
事
業
者
で

あ
る
建
築
家
・
隈く
ま
け
ん
ご

研
吾
氏
と
一
緒
に
、
新
庁
舎
に
必
要
な
空

間
や
機
能
を
考
え
る
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
東
那
須
野

公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
参
加
者
が
考
え
た

庁
舎
機
能
の
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
を
紹
介
し
ま
す
。

隈く
ま

氏
と
考
え
る

新
し
い
居
場
所
。

「庁舎でこんな過ごし方をしたい」　グループ発表で出た一部の意見を紹介グループ発表で出た一部の意見を紹介


